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１ 目的 

福岡市監査委員から，平成１５年１月２８日付け市長の要求に基づく監査

及び平成１５年２月２８日付け住民監査請求に係る博多港開発株式会社所

有のケヤキついて，地方自治法第１９９条第８項に基づく意見を求められた

ため，調査を行い意見書を提出するもの。 

意見の内容は次のとおり 

① 鹿児島県内の圃場でのケヤキの管理・生育状況 

② アイランドシティでのケヤキの生育状況 

③ 樹形・樹勢等の基準等に基づく評価 

④ その他必要な事項 

 

２ 調査 

 （１）調査日及び調査場所 

   ・調査日 

平成１５年４月３日（木）から平成１５年４月４日（金） 

   ・調査場所 

①鹿児島県内の圃場１３カ所 

②アイランドシティ（１名は４月７日（月）に調査） 

 （２）調査本数 

６０本（抽出率１０％） 

監査事務局が事前に無作為抽出したケヤキを調査した。 

（３）調査方法 

  ・個別評価 

別紙評価基準により，６名それぞれで採点を行った。 

・全体評価 

 個別評価と併せて，圃場での管理・生育状況，アイランドシティでの生

育状況を調査した。 

・ケヤキ寸法測定 

寸法については，監査事務局職員に依頼し下記の方法で測定を行った。 

高 さ H(m) ：検測桿で計測 

幹周り Ｃ(m) ：巻き尺で計測 

枝張り W(m) ：ポールと巻き尺により計測 
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（４）評価の結果及び所見について 

それぞれの評価点を平均した数字をケヤキの評価としているが，最終 

的には６名の調査者の総意である。なお，評価点５については自然状態

で最良のものを想定したものであり，今回の調査対象ケヤキについては，

掘り取り，運搬，移植等に伴う避けられない損傷があり，評価点が５未

満であることはやむを得ないと判断した。 

 



（５）圃場の所在地及び本数

調査
本数

鹿児島県鹿屋市下高隈町４７７５－１
鹿児島県鹿屋市下高隈町４７７５－３０
鹿児島県鹿屋市下高隈町４７７５－３１

鹿児島県鹿屋市下高隈町４７７４－２

鹿児島県肝属郡串良町有里字伊集院堀８５９１－８５

鹿児島県鹿屋市川東町８３３５－３
鹿児島県鹿屋市川東町８３３５－６
鹿児島県鹿屋市川東町８３５０－１
鹿児島県鹿屋市川東町８３５１－１

鹿児島県肝属郡串良町上小原字牧中２５１１－１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枯れ本数 6

本数

合計

1

2

10

13 26 4

5

13 鹿児島県肝属郡串良町細山田字立小野堀５４６４－４鹿児島県肝属郡串良町細山田字立小野堀５４６４－５

3 鹿児島県肝属郡串良町細山田字センダン堀５５３８－４

6 鹿児島県鹿屋市旭原町２７１７－１

39

7878

9

11 鹿児島県鹿屋市旭原町３６０７－２

7 鹿児島県鹿屋市旭原町２７０６－５

8

12 鹿児島県鹿屋市笠之原町１８９３－１

10 鹿児島県鹿屋市笠之原町７５９５－３

104 104

39

3

1 1 17 2

0 33 33

19

4

33 3

38 38

33

4

3 18 2

39

21

3

24 224

2929

300 100 518

12

所在地 平成１１年
度購入分
（３００本）

平成１３年
度購入分
（１００本）

100200 300

12

118

49 5

小計（圃場合計）

畑
番
号

494 鹿児島県肝属郡串良町細山田字立小野堀５４６９－７鹿児島県肝属郡串良町細山田字立小野堀５４６５－１

平成７年度
購入分
（２００本）

合計

　アイランドシティ植栽　 76

8

600 60

52

82 8

2
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（
６
）
樹
木
の
活
力
調
査
の
評
価
項
目
と
そ
の
基
準
（
評
価
基
準
）

番
号
＝
　
Ｈ
＝

　
Ｃ
＝

　
Ｗ
＝

5
4

3
2

1
調
査
項
目

主
幹
の
枯
れ
下
が
り
等

枝
葉
の
密
度
が
著
し
く

疎

樹
　
勢

樹
　
形

枝
葉
の
伸
張

枝
条
の
発
生
に
偏
り
が

見
ら
れ
樹
形
に
影
響
を

与
え
て
い
る

樹
冠
の
密
度
が
高
く
枝

条
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る

枝
条
の
わ
ず
か
な
枯
損

が
見
ら
れ
る
が
問
題
な

い

枝
条
の
枯
損
が
多
く
葉

の
発
生
が
少
な
い

生
育
の
状
態
は
劣
悪
で

回
復
の
見
込
み
が
な
い

幾
分
被
害
が
認
め
ら
れ

る
が
ほ
ぼ
正
常
と
い
え

る

明
ら
か
に
異
常
が
認
め

ら
れ
る
が
、
問
題
と
し

な
い

異
常
は
顕
著
で
回
復
に

は
努
力
を
要
す
る

典
型
的
な
樹
形
を
示
し

他
の
範
と
な
る

固
有
の
樹
形
に
近
く
問

題
な
い

樹
形
に
乱
れ
が
あ
る
が

今
後
の
管
理
で
回
復
可

能

固
有
の
樹
形
は
認
め
ら

れ
る
が
、
荒
廃
感
が
あ

る

図
は
イ
メ
ー

ジ
を
表
し
て

い
る
。
切
り

戻
し
等
は
状

況
に
応
じ
て

適
宜
判
断
す

る

自
然
形
　
←
　
　
　
　
→
　
切
り
戻
し

評
　
　
　
価
　
　
　
基
　
　
　
準

固
有
の
樹
形
を
認
め
る

事
が
出
来
な
い

旺
盛
な
生
育
状
態
を
示

し
被
害
が
見
ら
れ
な
い

4



3 
調
査
結
果

切
り
戻
し

自
然
形
平
均
平
均
平
均
平
均

1
1
大
14
3
10
.6
1.
14
4.
3
切
り
戻
し
2.
3
1.
3
2.
3
1.
8

樹
姿
は
ケ
ヤ
キ
の
樹
形
か
ら
は
な
れ
て
い
る
。
枝
の
傾
寄
り
が
見
ら
れ
る
。
短
切
。

切
戻
し
，
片
枝
で
よ
く
な
い
，
枝
の
出
方
が
少
な
い
。
枝
の
吹
き
出
し
が
片
寄
っ
て
い

る
，
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
は
よ
く
な
い
が
枝
葉
の
伸
長
は
普
通
。
1本
立
。

2
1
大
14
5
10
.8
1.
33
5.
8
切
り
戻
し
3.
0
1.
8
2.
7
2.
3

枝
張
り
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。
全
体
的
な
枝
の
出
は
い
い
。
切
り
戻
し
、
腐
朽

部
あ
り
、
枝
が
少
な
い
、
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
が
幹
を
囲
ん
で
い
る
。
枝
の
吹
き
出
し

片
寄
る
も
枝
葉
の
伸
張
あ
り
。

3
1
大
17
7
10
.9
1.
34
5.
6
切
り
戻
し
2.
5
1.
7
2.
7
2.
2

樹
姿
は
バ
ラ
ン
ス
に
欠
く
。
双
幹
。
幹
に
ひ
び
割
れ
多
数
。
裂
傷
多
数
。
枝
下
高
く
全

体
バ
ラ
ン
ス
が
劣
る
。

4
1
大
95
11
.5
1.
28
7.
2
切
り
戻
し
3.
5
2.
7
3.
2
2.
8

新
葉
の
発
生
が
認
め
ら
れ
，
樹
勢
は
良
好
。
枝
の
吹
き
出
し
片
寄
る
が
、
や
や
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
は
良
い
。
使
用
に
耐
え
る
。

5
1
大
13
6
9.
8
1.
03
4.
0
切
り
戻
し
2.
7
2.
2
2.
5
2.
5

2.
7m
部
で
二
又
に
分
幹
。
上
部
双
幹
。
幹
ひ
び
割
れ
あ
り
。
裂
傷
あ
り
。
双
幹
な
が
ら

枝
葉
の
伸
張
有
り
。
中
程
よ
り
2本
立
。

6
1
大
12
6
10
.6
1.
25
6.
3
切
り
戻
し
3.
0
2.
8
3.
0
3.
0

葉
の
発
生
が
や
や
認
め
ら
れ
る
、
樹
姿
は
良
好
。
枝
葉
が
繁
茂
す
る
と
不
偏
は
見
え

な
く
な
る
。
シ
ン
ク
イ
ム
シ
あ
り
。
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
。
樹
勢
、
枝
の
伸
張
良
く
バ
ラ

ン
ス
も
良
い
。
使
用
に
耐
え
得
る
。

7
1
大
10
5
10
.6
1.
26
6.
0
切
り
戻
し
3.
5
3.
0
3.
5
3.
2

樹
姿
良
好
、
新
葉
少
な
く
展
開
し
て
い
る
。
切
り
戻
し
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。
使
い

よ
う
に
よ
っ
て
は
O
.K
。
キ
ク
イ
ム
シ
。
枝
の
吹
き
出
し
は
全
体
か
ら
出
て
い
る
、
枝
の

広
が
り
も
良
好
。

8
1
大
10
3
11
.3
1.
35
7.
5
切
り
戻
し
3.
2
2.
7
3.
3
3.
0

切
り
戻
し
枝
の
上
端
部

9
1
大
12
0
10
.1
1.
30
7.
1
切
り
戻
し
2.
8
2.
2
2.
8
2.
7

途
中
よ
り
双
幹
（湾
曲
し
て
い
る
）。
シ
ミ
、
日
焼
け
あ
り
。
上
部
に
の
み
枝
葉
の
吹
き

出
し
片
寄
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
は
使
用
不
可
。

10
1
大
99
10
.9
1.
18
6.
9
切
り
戻
し
2.
5
2.
2
2.
0
2.
3

バ
ラ
ン
ス
が
や
や
不
良
、
葉
な
し
、
土
壌
は
黒
ぼ
く
で
、
赤
ホ
ヤ
が
深
さ
40
cm
以
下
に

認
め
ら
れ
る
。
過
湿
地
の
た
め
に
側
溝
を
林
内
に
通
し
て
い
る
。
シ
ミ
、
日
焼
け
、
キ

ク
イ
ム
シ
あ
り
。
全
体
的
に
枝
葉
の
吹
き
出
し
あ
り
、
樹
形
や
や
劣
る
。

表
示
番
号

総
合
評
価

所
見

樹
勢

樹
形
枝
葉
の
伸
張

W
（ｍ
）

N
O
畑 番 号

H
（ｍ
）
C
（ｍ
）

5



切
り
戻
し

自
然
形
平
均
平
均
平
均
平
均

11
2
大
79
9.
8
1.
17
4.
1
切
り
戻
し
1.
2
1.
5
1.
7
1.
5

上
部
双
幹
、
典
型
的
な
切
り
戻
し
。
シ
ミ
。
樹
勢
等
い
き
お
い
が
な
い
。
使
用
不
可
。

12
2
大
65
10
.4
0.
98
4.
9
切
り
戻
し
2.
0
1.
3
1.
5
1.
5

下
部
よ
り
双
幹
、
双
幹
部
の
樹
皮
わ
る
い
。
樹
皮
の
日
焼
け
。
切
口
に
腐
朽
。
下
部

か
ら
の
枝
の
吹
き
出
し
が
な
い
。
上
部
か
ら
の
み
吹
き
出
し
。

13
2
大
50
11
.0
1.
26
6.
0
切
り
戻
し
2.
3
2.
0
2.
3
1.
8

切
り
戻
し
は
目
立
つ
が
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る
。
上
部
双
幹
だ
が
バ
ラ
ン
ス
は
よ

い
。
上
部
切
断
面
に
腐
朽
あ
り
、
中
部
位
に
ひ
び
割
れ
。
裂
傷
。
中
部
か
ら
の
吹
き

出
し
、
一
部
腐
朽
あ
り
。

14
2
大
46
9.
4
1.
11
4.
7
切
り
戻
し
2.
2
1.
5
2.
0
2.
0

二
又
の
幹
は
寄
り
そ
う
、
下
枝
が
伸
び
バ
ラ
ン
ス
良
好
。
枝
の
発
生
片
寄
り
あ
り
、
下

部
よ
り
双
幹
、
ね
じ
れ
。
下
位
幹
に
腐
朽
あ
り
。
キ
ク
イ
ム
シ
、
シ
ミ
あ
り
。
枝
葉
の
伸

張
や
や
有
り
。
造
園
木
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
不
適
切
で
あ
る
。

15
4
林
14
9
11
.3
1.
15
6.
2
自
然
形
3.
5
4.
0
3.
5
3.
5

樹
姿
は
良
好
。
少
し
樹
形
偏
る
が
バ
ラ
ン
ス
よ
い
。
シ
ミ
、
空
洞
、
キ
ク
イ
ム
シ
、
や
や

多
幹
、
全
体
に
広
が
り
あ
り
。
造
園
木
で
あ
る
。

16
4
林
17
1
10
.9
1.
15
7.
5
自
然
形
3.
3
4.
0
3.
5
3.
7

幹
、
樹
皮
に
は
く
離
あ
り
。
シ
ミ
。

17
4
林
18
3
11
.3
1.
20
5.
9
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
3.
8
3.
0
3.
5
4.
0

新
葉
が
展
開
し
は
じ
め
て
い
る
。
樹
姿
の
バ
ラ
ン
ス
は
良
好
。
1.
2ｍ
か
ら
双
幹
。
主

幹
上
部
に
切
り
戻
し
あ
り
。
自
然
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
虫
害
に
よ
る
腐
朽
有
り
。
全

体
的
な
広
が
り
が
な
い
が
や
や
良
。

18
4
林
19
3
10
.1
1.
09
6.
7
自
然
形
3.
7
3.
8
3.
7
3.
7

葉
は
未
展
開
。
2ｍ
か
ら
分
幹
、
シ
ミ
、
キ
ク
イ
ム
シ
、
自
然
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

19
4
林
15
6
10
.2
1.
16
6.
4
自
然
形
3.
0
3.
2
3.
0
2.
8

樹
皮
は
黒
ず
み
、
枝
折
れ
が
見
ら
れ
る
、
皮
の
割
れ
が
目
立
ち
、
生
育
の
不
良
。
切

断
面
多
く
腐
朽
部
位
も
多
い
、
幹
色
が
黒
っ
ぽ
く
樹
皮
の
は
く
離
あ
り
。
枝
切
、
キ
ク

イ
ム
シ
、
深
植
え
。
枝
折
れ
あ
り
。

20
13
成
86
10
.9
1.
10
8.
4
自
然
形
2.
3
2.
8
2.
2
2.
5

樹
皮
が
黒
ず
み
、
生
育
不
良
、
枝
葉
の
密
度
が
低
い
、
植
え
付
け
時
期
と
や
や
深
植

え
気
味
で
根
の
発
達
の
不
良
が
見
ら
れ
る
。
枝
葉
の
伸
張
少
な
い
。
深
植
え
の
障
害

あ
り
。
新
葉
の
伸
び
が
悪
い
。
幹
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
枝
葉
の
出
が
悪
い
。
こ
の

畑
は
深
植
え
し
て
い
る
。

N
O
畑 番 号
表
示
番
号
H
（ｍ
）
C
（ｍ
）

樹
勢

樹
形

W
（ｍ
）

枝
葉
の
伸
張
総
合
評
価

所
見

6



切
り
戻
し

自
然
形
平
均
平
均
平
均
平
均

21
13
成
10
0
11
.5
1.
20
5.
6
自
然
形
2.
0
3.
0
2.
0
2.
2

枝
葉
の
密
度
が
低
い
。
畑
番
号
１
３
は
全
体
的
に
活
力
が
見
ら
れ
な
い
。
枝
の
伸
張

少
な
い
。
シ
ミ
。
芽
だ
し
が
悪
い
、
勢
い
が
な
い
、
管
理
を
適
正
に
す
れ
ば
回
復
の
可

能
性
あ
り
、
表
示
番
号
成
86
の
ケ
ヤ
キ
と
同
様
。
小
枝
少
な
い
。

22
3
大
1
8.
6
1.
33
5.
1
切
り
戻
し
2.
8
1.
7
2.
8
2.
5

ケ
ヤ
キ
の
樹
形
か
ら
離
れ
る
か
、
樹
姿
は
バ
ラ
ン
ス
と
れ
て
い
る
。
双
幹
。
分
幹
部
位

に
樹
皮
の
は
く
離
多
い
。
シ
ミ
、
深
植
え
。
勢
い
は
比
較
的
あ
り
。
造
園
木
と
し
て
は

不
適
。

23
3
大
18
8.
1
1.
22
5.
1
切
り
戻
し
1.
8
1.
5
2.
0
1.
5

地
上
4ｍ
か
ら
分
幹
、
上
部
幹
に
子
実
体
（5
個
）発
生
。
腐
朽
、
シ
ミ
有
り
、
深
植
え
。

樹
勢
、
枝
葉
の
伸
張
な
し
。
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る
。

24
3
大
27
7.
7
1.
31
4.
0
切
り
戻
し
2.
2
1.
3
2.
0
1.
8

枝
の
伸
張
が
や
や
不
良
。
4ｍ
主
幹
分
岐
。
キ
ク
イ
ム
シ
、
深
植
え
。
や
や
勢
い
、
伸

張
な
し
。

25
3
大
31
8.
2
1.
19
3.
2
切
り
戻
し
1.
3
1.
2
1.
2
1.
2

枝
張
リ
な
し
。
深
植
え
。
樹
勢
弱
い
、
枝
葉
の
伸
張
な
し
。
電
柱
状
態
。

26
5
林
63
7.
8
1.
10
6.
6
切
り
戻
し
1.
8
1.
8
1.
8
1.
8

主
幹
が
断
裁
さ
れ
、
や
や
異
和
感
が
あ
る
。
主
幹
上
の
樹
皮
が
枯
死
し
、
不
良
で
あ

る
。
樹
皮
の
は
く
離
多
い
。
深
植
え
。
3ｍ
ま
で
の
主
幹
、
枝
葉
の
伸
張
は
あ
る
も
の

の
、
幹
周
り
1ｍ
の
価
値
は
な
い
。
下
枝
5,
6本
あ
り
。

27
5
林
72
13
.3
1.
90
5.
0
切
り
戻
し
2.
3
1.
8
2.
3
2.
2

樹
幹
の
枯
死
。
1．
6ｍ
か
ら
分
幹
、
1幹
は
枯
死
の
恐
れ
あ
り
。
腐
朽
、
深
植
え
。
上

部
に
枝
葉
の
伸
張
は
あ
る
も
の
の
樹
勢
弱
し
。
大
き
な
幹
3本
切
断
。

28
5
林
81
10
.4
1.
54
7.
4
切
り
戻
し
3.
2
2.
3
2.
8
2.
8

バ
ラ
ン
ス
は
良
好
で
あ
る
。
切
り
戻
し
の
わ
り
に
樹
形
は
良
好
。
幹
に
切
り
戻
し
部
の

腐
朽
あ
り
。
腐
朽
、
シ
ミ
。
途
中
双
幹
、
全
体
の
広
が
り
有
り
。
分
幹
の
2本
と
も
切

断
、
小
枝
多
数
あ
り
、
深
植
え
。

29
6
林
93
9.
8
1.
08
5.
8
自
然
形
3.
5
3.
5
3.
2
3.
5

切
断
部
の
癒
合
良
好
。
深
植
え
。
全
体
的
に
枝
張
り
有
り
、
枝
に
曲
が
り
が
見
ら
れ

る
。
枝
は
多
数
あ
る
が
ホ
ウ
キ
状
で
は
な
い
。

30
6
林
11
6
11
.3
1.
23
7.
2
自
然
形
4.
3
4.
0
4.
2
4.
0
良
好
な
樹
形
、
樹
勢
を
も
っ
て
い
る
。
切
口
の
癒
合
良
好
、
主
幹
に
枯
死
あ
り
。
深
植

え
。
一
般
的
な
ケ
ヤ
キ
の
形
。
2,
3本
枯
枝
あ
り
。

N
O
畑 番 号
表
示
番
号
H
（ｍ
）

総
合
評
価

所
見

樹
形
枝
葉
の
伸
張

C
（ｍ
）

樹
勢

W
（ｍ
）

7



切
り
戻
し

自
然
形
平
均
平
均
平
均
平
均

31
6
林
12
3
10
.6
1.
12
4.
7
自
然
形
2.
3
2.
8
2.
5
2.
5

幹
の
腐
朽
、
子
実
体
4個
あ
り
、
主
幹
の
枯
死
。
キ
ズ
あ
り
。
全
樹
的
に
勢
い
不
良
、

基
部
に
は
く
皮
、
腐
朽
、
損
傷
あ
り
。
胴
吹
き
あ
り
、
根
元
腐
朽
あ
り
。

32
7
大
18
9
12
.0
1.
17
7.
0
自
然
形
4.
0
4.
3
3.
7
4.
0

枝
に
裂
傷
、
深
植
え
。
横
張
り
が
少
な
い
。

33
7
大
19
8
13
.5
1.
30
8.
1
自
然
形
3.
7
4.
2
3.
7
4.
0

自
然
形
で
バ
ラ
ン
ス
良
好
、
腐
朽
枝
あ
り
。
樹
皮
荒
れ
。
樹
皮
の
粗
が
目
立
つ
、
主

幹
に
枯
込
み
枝
残
り
。
腐
朽
、
樹
皮
荒
れ
、
深
植
え
。
や
や
全
体
の
広
が
り
が
少
な

い
。
若
干
の
腐
朽
部
分
あ
り
。

34
7
大
20
5
11
.9
1.
08
5.
6
自
然
形
4.
2
4.
2
4.
3
4.
3

枝
密
度
良
好
。
深
植
え
。
や
や
広
が
り
少
な
い
。

35
7
大
22
3
10
.2
1.
10
6.
4
自
然
形
4.
2
3.
8
4.
2
4.
2

バ
ラ
ン
ス
良
好
、
枝
密
度
良
好
。
樹
皮
は
良
好
。
キ
ク
イ
ム
シ
あ
り
。

36
11
成
66
13
.2
0.
99
5.
6

自
然
形
（ど
ち
ら

と
も
言
え
な
い
）

1.
5
1.
7
1.
5
1.
5

樹
勢
が
弱
い
、
成
長
不
良
、
側
枝
の
切
上
げ
、
幹
部
に
ひ
び
割
れ
、
枝
の
偏
り
。
下

枝
が
な
い
、
深
植
え
、
腐
朽
（キ
ク
イ
ム
シ
）あ
り
。
枝
の
横
張
り
な
い
、
芽
出
し
も
弱

い
、
回
復
に
は
時
間
も
か
か
る
。
下
枝
な
し
、
水
を
上
げ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

37
11
成
57
13
.8
1.
10
6.
9
自
然
形
2.
0
2.
7
2.
0
2.
2

枝
の
偏
り
。
樹
勢
極
め
て
不
良
。
下
枝
な
し
、
深
植
え
。
樹
勢
、
枝
張
り
よ
く
な
い
が
、

回
復
の
見
込
み
有
り
か
。
若
干
の
枯
枝
あ
り
、
枝
下
が
高
い
（5
ｍ
程
度
）、
水
を
上

げ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

38
11
成
48
13
.2
1.
07
5.
8
自
然
形
2.
2
3.
2
2.
5
2.
7

安
定
度
が
、
や
や
乏
し
い
。
や
や
深
植
え
気
味
。
勢
い
弱
し
。
生
長
量
不
良
。
樹
勢

弱
い
。
水
を
あ
げ
て
い
な
い
。

39
12
成
72
11
.4
1.
05
5.
7
自
然
形
3.
0
3.
2
3.
2
3.
2

下
枝
の
生
育
不
良
。
損
傷
あ
り
。
主
幹
下
位
の
樹
皮
ひ
び
わ
れ
。
深
植
え
。
腐
枝
。

40
12
成
78
9.
6
0.
99
5.
5
自
然
形
2.
3
3.
5
2.
7
2.
8

胴
吹
き
状
態
で
衰
弱
し
て
い
る
。
樹
勢
不
良
。
主
幹
に
損
傷
あ
り
。
キ
ク
イ
ム
シ
。
深

植
え
は
少
な
い
。
小
振
り
な
が
ら
広
が
り
あ
り
。

総
合
評
価

所
見

C
（ｍ
）

樹
勢

樹
形

W
（ｍ
）

枝
葉
の
伸
張

N
O
畑 番 号
表
示
番
号
H
（ｍ
）
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切
り
戻
し

自
然
形
平
均
平
均
平
均
平
均

41
8
大
24
2
12
.0
1.
08
8.
6
自
然
形
3.
2
3.
7
3.
0
3.
5

胴
吹
き
目
立
つ
が
、
枝
葉
密
度
は
高
い
。
６
本
に
分
幹
。
樹
幹
基
部
に
皮
付
き
裂
あ

り
。
分
枝
部
皮
に
は
く
離
あ
り
。
小
側
枝
の
発
生
多
し
。
傷
。
深
植
え
。
樹
皮
割
れ
。

枝
の
伸
張
よ
い
が
や
や
樹
勢
多
い
。

42
8
大
24
1
12
.8
1.
24
5.
8
自
然
形
2.
8
3.
0
2.
8
2.
7

根
元
部
か
ら
幹
が
二
又
で
２
本
立
ち
（ほ
ぼ
同
じ
寸
法
）。
幹
割
れ
の
お
そ
れ
あ
り
。

樹
皮
の
は
く
離
多
い
。
倒
木
の
お
そ
れ
。
腐
枝
部
。
キ
ク
イ
ム
シ
あ
り
。

43
8
大
24
5
12
.4
1.
26
7.
9
自
然
形
3.
0
3.
5
3.
2
3.
3

樹
皮
は
正
常
。
裂
傷
。
下
枝
が
な
い
。
深
植
え
。
形
や
や
い
び
つ
。
全
体
上
部
に
広

が
り
。
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
上
位
か
ら
太
枝
あ
り
。
良
形
。

44
8
大
25
2
12
.8
1.
30
6.
5
自
然
形
3.
5
3.
7
3.
8
3.
7

一
部
の
枝
で
着
葉
を
開
始
。
枝
折
れ
あ
る
が
、
大
き
な
欠
点
で
は
な
い
。
一
般
的
に

新
梢
の
伸
張
が
顕
著
で
な
い
。
枝
折
れ
。
腐
枝
部
。
キ
ク
イ
ム
シ
。
深
植
え
。
全
体
の

広
が
り
上
部
弱
い
か
。

45
8
大
26
0
13
.5
1.
20
7.
9
自
然
形
2.
5
2.
7
2.
3
2.
3

樹
皮
が
黒
ず
み
生
育
が
不
良
。
枯
死
の
可
能
性
あ
り
。
樹
皮
の
は
く
離
認
め
る
。
キ

ク
イ
ム
シ
。
腐
枝
。
深
植
え
。
全
体
の
枝
振
り
形
わ
る
し
。
枝
枯
れ
あ
り
。

46
8
大
27
4
13
.3
1.
25
6.
7
自
然
形
3.
3
4.
0
3.
8
3.
5

枝
葉
の
密
度
高
い
が
、
生
育
は
や
や
勢
い
が
な
い
。
深
植
え
状
態
で
２
～
３
年
ぐ
ら

い
で
弱
る
可
能
性
あ
り
。
枝
葉
の
伸
び
あ
り
。

47
8
大
28
6
11
.5
1.
37
8.
3
自
然
形
3.
5
3.
8
3.
7
3.
7

枯
れ
枝
あ
り
。
基
部
に
樹
皮
の
は
く
離
認
め
る
。
中
位
主
枝
に
子
実
体
の
発
生
部
あ

り
。
深
植
え
。
枝
葉
の
広
が
り
は
あ
り
。
太
枝
あ
り
。
若
干
の
胴
吹
き
あ
る
も
良
。

48
8
大
29
4
12
.9
1.
05
7.
3
自
然
形
2.
7
3.
2
3.
3
2.
8

キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
穿
孔
あ
り
、
キ
ク
イ
ム
シ
跡
多
数
。
木
く
ず
が
多
く
付
着
し
て
い

る
。
樹
皮
の
は
く
離
あ
り
。
や
や
形
悪
く
も
枝
葉
の
広
が
り
あ
り
。
片
枝
状
と
な
っ
て
い

る
。

49
10
成
19
13
.9
1.
01
5.
7
自
然
形
2.
3
2.
5
2.
5
2.
3

他
の
個
体
と
比
べ
て
葉
の
展
開
は
み
ら
れ
な
い
。
新
梢
の
伸
展
な
し
。
主
幹
１
．
５

メ
ー
ト
ル
か
ら
２
分
岐
。
割
れ
る
可
能
性
あ
り
。
深
植
え
。
高
さ
あ
る
も
の
の
枝
の
広

が
り
な
し
。

50
10
成
34
12
.7
1.
03
5.
9
自
然
形
2.
5
3.
0
2.
7
2.
8

凍
裂
が
主
幹
に
地
上
５
メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
び
て
い
る
。
胴
吹
き
が
目
立
つ
。
生
気
感
な

し
。
発
芽
多
い
が
側
枝
の
伸
張
量
短
い
。
裂
傷
。
深
植
え
。
高
さ
あ
り
。
上
部
広
が
り

弱
い
。

総
合
評
価

所
見

N
O
畑 番 号
表
示
番
号
H
（ｍ
）
C
（ｍ
）
W
（ｍ
）

樹
勢

樹
形
枝
葉
の
伸
張
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切
り
戻
し

自
然
形
平
均
平
均
平
均
平
均

51
9
成
12
11
.7
1.
05
6.
5
自
然
形
2.
3
2.
8
2.
2
2.
5

胴
吹
き
み
ら
れ
や
や
樹
勢
が
弱
い
。
勢
い
不
足
。
吸
収
養
分
で
の
生
長
は
な
い
。
深

植
え
。
や
や
片
枝
。

52
9
成
8
14
.0
1.
08
5.
1
自
然
形
2.
2
2.
3
2.
0
2.
2

細
身
で
素
性
が
よ
く
な
い
。
生
長
量
き
わ
め
て
不
足
。
枯
れ
枝
。
深
植
え
。
枝
張
り
中

細
。
樹
勢
弱
い
。
片
枝
。
枝
張
り
少
。

53
IC
66
8
10
.2
1.
13
6.
9
自
然
形
3.
0
4.
0
3.
3
3.
3

新
葉
が
展
開
し
始
め
て
い
る
時
期
で
あ
る
が
樹
勢
が
弱
い
。
形
状
は
良
好
。
側
枝
の
伸

張
少
な
い
。
樹
冠
内
部
に
側
枝
の
着
生
不
足
。
大
枠
整
っ
て
い
る
。
移
植
し
て
１
年
以
内

で
あ
れ
ば
樹
勢
枝
葉
の
伸
張
が
弱
い
の
は
や
む
得
な
い
。
幹
ま
き
、
土
壌
の
通
気
を
確

保
す
る
た
め
の
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
。
根
あ
が
り
、
腐
朽
あ
り
。

54
IC
16
0
11
.7
1.
45
4.
5
切
り
戻
し
2.
5
2.
5
2.
3
2.
3

側
根
太
根
３
本
の
上
部
に
は
表
皮
が
割
れ
た
傷
が
あ
る
。
切
り
戻
し
だ
が
樹
形
整
い

つ
つ
あ
り
。
１
．
５
メ
ー
ト
ル
か
ら
双
幹
。
幅
す
く
な
く
主
枝
の
出
弱
い
。
樹
勢
弱
い
。
二

又
部
水
溜
ま
り
あ
り
。
幹
焼
け
の
枝
が
あ
る
、
日
焼
け
、
腐
朽
。

55
IC
10
9
12
.6
1.
19
6.
0
自
然
形
2.
5
3.
0
2.
8
2.
7

エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
チ
ュ
ー
ブ
を
埋
設
し
排
水
性
を
高
め
て
い
る
。
偏
り
あ
り
。
双

幹
。
側
枝
の
伸
長
に
活
力
な
し
。
側
枝
着
生
量
不
足
。
樹
勢
弱
い
。
樹
皮
焼
け
、
深

植
え
。

56
IC
11
2
13
.1
1.
10
7.
2
自
然
形
3.
0
3.
7
3.
2
3.
5

北
西
の
風
害
の
た
め
風
上
が
や
や
枝
が
衰
弱
。
枝
梢
の
展
開
よ
し
。
バ
ラ
ン
ス
よ

し
。
樹
勢
弱
い
が
２
．
３
年
で
よ
く
な
る
の
で
は
。
若
干
片
枝
、
胴
吹
き
あ
り
。
エ
ア
レ
ー

シ
ョ
ン
あ
り
。
少
し
深
植
え
。

57
IC

5
11
.3
1.
10
5.
4
切
り
戻
し
2.
3
2.
2
2.
8
2.
7

二
又
幹
。
幹
上
部
は
切
断
さ
れ
直
径
２
５
セ
ン
チ
。
幹
根
元
の
４
分
の
１
程
度
の
樹
皮

が
は
く
離
し
腐
朽
が
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
偏
り
。
新
梢
疎
。
横
張
り
少
。
幹
巻
き
及

び
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
。
根
元
の
樹
皮
は
げ
、
腐
朽
。

58
IC
林
13
0
12
.0
1.
02
5.
9
自
然
形
2.
5
3.
2
2.
5
2.
7

移
植
直
後
で
枝
葉
の
伸
張
が
な
い
の
は
や
む
を
得
な
い
。
新
葉
の
展
開
が
遅
く
樹

勢
が
弱
い
。
側
枝
数
不
足
。
横
幅
少
な
い
。
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４ 意見（鹿屋市、肝属郡の養生畑および福岡市アイランドシティのケヤキの
生育状況について） 
 
（１）養生畑におけるケヤキの生育状況 
 
（１）－１ 養生畑の自然条件 
 
１）土壌 
鹿児島県鹿屋市および肝属郡串良町一帯に拡がるケヤキの養生畑は、火山灰
砂台地にあり、土壌は、黒ボク土（黒色火山灰土壌）のうち、厚層黒ボク土壌
である。アカホヤといわれる淡褐色の土層が下部にみられる。鹿児島県の土壌
図によれば、土壌の粒径分布から決定される土性は、壌土もしくはシルト質壌
土であると推定されるので、畑土としては土壌物理性もよく、保水性、透水性
も適切な土壌といえる。しかし、平坦地であるので、排水不良になり過湿状態
になりやすい土壌である。現場の養生畑では、場所によっては排水路を巡らし、
過湿障害を避ける努力が払われている部分もあった。 
最終植栽地となるアイランドシティの地盤土壌は、マサ土が客土に利用され
る予定であり、異質な土壌となるだけに、土壌環境へ順化の視点からみれば、
必ずしもよいとはいえない。 
 
２）気象 
鹿屋市の気象条件は、1979 年から 24 年間の平均気温は、１７.0℃で温暖であ
り、年降水量は 2,290mm と多く、平年の最大風速は、12.4m で、平均風速も 2.2
ｍと弱く、風害は発生しにくいので、植物の生育に恵まれた気象環境下にある
（表-1）。しかし、暖帯から温帯に分布し、特に暖帯上部から冷温帯に優占する
落葉広葉樹であるケヤキにとっては、気温が高く、適地とはいえず、アイラン
ドシティの気象環境に早期に順化させることを考えれば、福岡市近郊の海岸付
近を養生畑に選ぶべきであったかもしれない。 
 
表-１ 鹿屋市における気象条件 
鹿屋(鹿児島県) 緯度：北緯 31度 23.4 分／経度：東経 130度 51.8 分 
アメダス 1979 年～2002 年の平均値 

 最大 年間 
最大日 1時間 日照時間 年降水量 

降水量 降水量 

平均気温 最高気温 最低気温 平均風速 最大風速 

 

mm mm  mm ℃ ℃ ℃ m/s m/s 時間 

2289.3 189.4 44.8 17.0 34.4 -5.4 2.2 12.4 1960.7 
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（１）－２ ケヤキの生育状況 
１）樹勢、枝葉伸張 
 調査個体 52 本のち、樹勢の評価は、3未満が 29 本、3以上は 23 本であった。
枝葉の伸張の評価もほぼ同じ傾向を示した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査対象のケヤキのうち、95 年に購入した 200 本は、林業用の材生産を目的
として国有林野（宮崎県の高千穂営林署など）に植林されたケヤキ林から、養
生畑に移植した山採りと聞いているが、植えつけ時に、土壌が柔らかいためか、
植木の自重によって植え付けした場所の土壌が沈下したためか、多くのケヤキ
はやや深植え状態に置かれていた。根系は、当然のこととして、生育のために、
酸素の供給が必要であり、土壌の酸素不足は、根系の発達を阻害する。したが
って、深植え状態になれば、水分吸収等を阻害され、水ストレスを受けた可能
性があり、上記を考慮した慎重な植付けが必要であった。 
また、移植を行うと、樹木はプランティング・ショックを受ける。すなわち、
移植直後における根系量の不足に起因した水分吸収の制限と樹冠からの蒸散と
の不均衡のために、樹冠部は強い水ストレスを起こし、梢端部が枯損すること
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がある。梢端部の頂芽が枯損すると成長ホルモンのオーキシン類が減少し、そ
れまで抑制されていた主幹や主枝の側芽が発生し、下方位置まで萌芽枝を多数
発生させることがある。これは、胴吹きと称され、一種の回復過程であるが、
圃場にあるケヤキのいくつかの個体は胴吹きを示し、移植後に樹勢が低化した
時期を経ていることが推測される。 
 移植時に切断された根系に見合うだけ、枝条の剪定が必要であるが、剪定強
度がかなり弱い傾向にある。このために、全体的に水ストレスを受けた可能性
が高い。 
また、樹勢の低下を契機として、日焼けによる樹皮の障害やキクイムシの進入
が見られ益々樹勢の衰退が進行する可能性もある。 
 
２）樹形 
 樹形については、評価 3未満は 28 本で 3以上は 24 本であった。 
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調査したケヤキの樹形は、自然樹形と切り戻し（切りぶかし）の 2種がある。 
ケヤキの材生産を目的に植林した場合に、地味が肥えて樹高成長の優れたケ
ヤキが林業的に優れているが、造園木としては利用する場合には、樹高が高く、
そのままではトラック輸送が困難な場合、高さを抑えるために１０数メートル
の位置で幹を切断せざるをえない。このために、切り戻しという自然樹形とは
かけ離れた樹形となる。 
 逆に、樹高成長が抑制された地味が悪い場所で生育したケヤキは、地際に近
い位置で幹の分岐し、枝位置も低い。幹も上部に向かい細りが大きいので、幹
を上部で切断しなくてもよいことになる。したがって、自然樹形を維持するこ
とが可能となる。樹形は、幹周りおよび樹高が同程度であれば、造園木として
は、自然樹形のほうが違和感は少ない。このために、自然樹形のケヤキは、価
値が高いといえる。ただし、このようなケヤキは、生育不良な状態にあるので、
樹勢面から判定すれば、やや不利な状態にある可能性もある。従って将来の植
栽計画が明確でない状態で樹形のみからの価値判断は難しい面もある。 
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３）養生管理 
ケヤキの山だし後の養生管理は、いくつかの問題が指摘される。国有林野か
ら移植時に 1 年以上前から事前に行うべき根回し作業がどの程度適切になされ
たか不明で、移植後のケヤキの生育状態が優れているとは言いがたい。 
樹形としては、切り戻しより、自然樹形のほうが、違和感がなくて造園木と
しての利用価値は高いと思われる。しかし、樹勢が高く、移植後に旺盛に生育
するというほどに、樹勢が優れたものは少ないという印象である。 
除草・農薬散布などの管理マニュアルが無く、支柱ワイヤーの緩みや幹巻き
の不徹底等、漫然と管理作業をしている状態が全般的に見受けられる。移植に
よって相当量の根系が失われ、樹幹を上昇する水分量（蒸散流）が低下するの
で、幹が強い陽光に晒されたときに、幹が日焼けを起こしやすい。これを保護
するために、幹巻きをして樹幹を保護すべきであるが、一部の樹木だけにしか
手当がされていないために、樹皮に日焼け現象（シミ）がみられ、また、乾燥
時には必要な潅水管理が十分に実施されていない可能性がある。 
また、穿孔虫による被害が見られた。これは、樹幹内で活動する幼虫が材を
食害し、その木くずが樹皮の外に吐き出していることで示された。この虫害は、
移植によってケヤキの樹勢が弱ることによって、キクイムシなどの穿孔虫が幹
に産卵し、この卵が孵って幼虫が活動し始めたためと推測される。樹幹の腐朽
の原因になるので、好ましくなく、庭園木の価値を損なうので、防除は徹底し
て実施すべきである。 
 
（１）－３ まとめ 
総合的に判断すると、養生畑に植栽されているケヤキの生育状態は、必ずし
も良好な状態とはいえず、公共用緑化樹木の品質寸法規格基準（案）、植栽工事
共通仕様書などによる品質基準から厳格に判定すると、余裕を持って合格でき
るケヤキは多くはない。 
しかし深植えの現状を改良し、管理マニュアルを作成して、肥培管理を徹底
すれば、４－5年後にはある程度は良くなる可能性を残している。 
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（２） アイランドシティにおけるケヤキの生育状況 
 
（２）－１ アイランドシティの自然条件 
１）土壌 
アイランドシティは、海底の浚渫土を埋め立てている。地盤沈下対策として、
その上に１ｍの砂層と７ｍの載荷盛土を行い、浚渫土壌に荷重をかけて、土中
に鉛直に埋設した多量の不織布を通じて、土壌中の塩水を排水している。土壌
から排水されると、土壌は沈下するが、基準高さ以上の載荷盛土を除去して、
植栽地として利用することになる。 
ケヤキの植栽地は、現在、盛土斜面上に平坦地を造成した載荷盛土面上であ
る。この土壌は、山土や工事廃土からなり、石れき率が６０－７０％と高く、
そのままでは植栽土壌として不適であるが、植栽時には植え穴にはマサ土を客
土として土壌改良を行っている。 
また、植栽場所によっては、砂層と浚渫土との間に敷いたネットが観測され
た。この付近の土壌中には、浚渫土が還元状態を示すグライ化した土壌も混入
していた。客土による改良が行われているので、樹木への悪影響は回避できる
と思われるが、移植木に多少は影響している可能性は否定できない。 
植栽は、2002 年春に実施され、1 年後の本年 4 月の調査時点において、排水
を促すために、直径 15cm の暗渠排水用のプラスチック製チューブを、植栽木の
周囲に２本ないし４本宛埋設し、斜面下方に排水する工事を実施していた。し
たがって、工事の効果は今後に期待されるが、現時点では、植栽木に及んでい
ない。 
 
２）気象 
福岡市の気象条件は、表－２のとおりで、平均気温は、１６．５℃で温暖で
あり、年降水量は 1612mm である。鹿児島と比べてやや降水量が少なく、気温が
低いが、ケヤキは、やや冷温を好む落葉広葉樹であるために、むしろ鹿児島よ
りも生育にとって好適である。 
表－２ 福岡(福岡県)の気象      
緯度：北緯 33 度 34.9 分／経度：東経 130 度 22.5 分   
気象台・測候所 1961 年からの 42 年間の平均値 
平均 最高 最低 平均 最大 最大 年間 年 最大 最大 最大 降雪の 最深 

気温 気温 気温 風速 風速 瞬間 日照時間 降水量 日降水量 １時間 １0分間 深さ 積雪 

          風速       降水量 降水量 合計   

℃ ℃ ℃ m/s m/s m/s 時間 mm mm mm mm cm cm 

16.5 35.5 -2.2 2.9 16.4 30.0 1930.4 1612.6 122.8 41.7 15.6 6.6 4.4 

 
一方、平均風速は、2.9 m/s でやや大きく、特に、現地は、内陸部と比べて、
植栽場所が海岸線に近いために、潮風の影響を受けやすいと考えられ、ケヤキ
などの落葉広葉樹は、塩風害を受けやすい樹種にとっては、不都合とされてい
る。しかし、別途に福岡市都市整備局の IC 植物生育環境調査研究会において、
2003 年 2 月から 1 ヶ月間に実施した当該地の飛塩量調査の結果では、当該地が
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博多湾内に位置するために海面の波頭が小さくなり、全国で実施された飛塩量
調査結果と比較して、飛塩量は比較的低い値にある。このために、ケヤキの植
栽地として不適であるとはいえない。ただし、台風時のように、大量の飛塩が
発生する場合には、樹冠の洗浄などの対応が必要と予想される。 
 
（２）－２ ケヤキの生育状況 
 調査対象のケヤキは、鹿児島の養生畑から移動し、仮移植したもので植栽後 1
年余りが経過したものが大半を占め、一部に本年３月末から４月初めに移植し
たものが混在している。 
 福岡市内の街路樹のケヤキは、すでに春の気温の上昇に伴い、新葉を展開し
ている個体が多く見られる季節になっているが、本調査地のケヤキは、未開葉
の個体が多く、開葉個体は少ない。開葉の遅れが、移植したケヤキ個体群の遺
伝的な特性であるのか、移植後のプランティング・ショックから抜け出ていな
いためか、調査時点では判然としないが、後者の可能性が高く、樹勢が高いと
は言えない。 
樹冠の枝葉の密度が少ない傾向にあり、樹勢が低いという印象である。樹勢
が低いのは、移植によるプランティング・ショックを受けた状態であるので、
移植時に通常観測される過程であり、決して悪い状態ではなく、今後の養生管
理によって樹勢の回復は期待できる。現場職員からの聞き取りであるが、排水
チューブの埋設時に、根系には多数の細根が発生していたという観察結果を信
用すれば、樹勢回復の方向にあると判断される。 
 一部の個体では、根元近くの根系表面の樹皮が剥落して壊死した部分が見ら
れた。これは、腐朽菌の進入を招くので、数十年の長期にみれば衰弱原因にな
る欠点である。腐朽防止剤の塗布等の手当が望まれるところである。 
 植栽試験地においてケヤキ３本が、枯損した事例が、新聞で報道されている。
これは基準海水面から 4.2m 高の平坦地に設定した植栽試験地において、塩水を
含んだ地下水が地表面から１ｍ付近にあり、降雨直後には 20-30cm まで上昇し
た場所である。ここでは、土壌が過湿となり、酸欠状態のために、土壌が還元
状態になって根腐れを起こしている。 
調査対象地は、地下水の影響が少ない盛土斜面上にあり、ここに植栽したケ
ヤキでは、過湿になる可能性が少ない。また、排水チューブの埋設などの追加
された養生工事と、現地の環境に順化することによって、次第に樹勢は好転す
ると予想される。 
なお、移植木は、鉢土を維持するために、鉢巻きを行うが、この鉢巻きの材
料としていて使用される有機質材料が、土壌中で腐敗するときに、酸欠状態を
引き起こす可能性がある。材料がこの観点から十分に吟味されている場合は、
問題がないが、可能なかぎり、移植時に撤去することが望ましい。 
しかし、植栽木の 3 本が今年になって枯損している事実から、潮風、乾燥等
への環境緩和対策として、管理マニュアルを特別に作成し、対策を講じること
が是非必要である。 
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（２）－３ まとめ 
 現在、盛土斜面上の平坦部に仮植えしたケヤキは、樹勢が高いといえない。
しかし、移植後 1 年目の樹勢回復過程の途上にあると判断される。ケヤキは潮
風に弱いとされる落葉広葉樹であり、海岸の近傍に位置するアイランドシティ
には不適当であるという意見もあるが、実際に測定された飛塩量は比較的少な
いために、この場所がケヤキの植栽に絶対的に不適であるとはいえない。また、
植栽試験地において枯死した事例は、前述したように潮風害よりも、地下水が
異常に高く、過湿条件で酸欠によって根腐れしたためであるので、排水処理や
盛土による湿害対策を講じれば生存に問題はない。 
ただし、現在は周囲の地形が平坦で、やや強い常風の影響を受け続けており、
樹勢回復が遅れる可能性がある。いずれにしても移植時のプランティング・シ
ョックを緩和するための根系と樹冠のバランスを調整したり、樹林の構成をよ
く考え、潮風に強い常緑広葉樹の樹林をうまく配植して、ケヤキへの風当たり
を弱めたり、あるいは、建物等が強風を遮断する環境になれば、樹勢は次第に
回復すると期待されるが、このためにも、適切な管理マニュアルと植栽計画を
作成することが望ましい。 
ただし、二股となっている樹木は股割けによる倒木の可能性が高いので、植
栽を控え、樹勢の弱っている樹木や主幹部に腐朽部がある樹木も植栽を控える
のが望ましい。これらの実現の為にも適切できめの細かい管理マニュアルと植
栽計画を作成するべきであると考える。 
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